
日本産賓貝類の歯舌の研究 (1)

東 正 雄

Studies on the R adulae of Japane鎚 Cypraeacea (1) Masao A z u m a  (挿図 Text-figs. 1-34) 

第 1報として白本産宝貝類33種の歯舌について発表す
る。その資料蒐集に関して協力下さった大谷金助・黒原
和男・神田耕一郎・沢村十次郎・菊池典男・林奨一郎の
諸氏に対して感謝の意を表する。
Super fam.ily Cypraeacea 

F am.ily Eratoidae ザクロガイ科
Proterato callosa ( A D A M S  et R E E V E )  

ザクロガイ
波部氏1 ) の報告があるから省略する。

Family Ovulidae ウミウサギ科
此科に属するものの縁歯は変異にとんでいるので記載
を略した。
1. Pseudosimnia (Margovula) sinensis ( S O W E R -

B Y )  ヒナウミウサギ (Fig，1) 
中歯 :0.06xO.07mm.その中央鈎歯は0.01 x  O.Olrnm. 

で左右に 4 対の微小鈎歯がありその先端は内に向ってい
る。
側歯: 0.04 x  O.lrnm，先端は 3 鈎歯状で内方は大形で
ある。歯舌の後部では 4 - 5尖鈎歯状で夫々内方に向っ
ている。( 高知県柏島産)

1) Habe， Venus. 13 (1-4) p. 74， fig. 10 (1943) 

2. Pseudosimnia (Margovula) isibasii ( K U R O D A )  
イV パV ウミウサギ (Figs. 2，3) 

幼貝の歯台: 中歯は鱗状型でその中央微小鈎歯は大き
く、左右 3対の微小鈎歯は夫々内方に向う、側歯は鎌状
型で細長く先端内方へ僅かに曲る。
成員の歯舌: 中歯の中央鈎掻は大きしその左右に 4
対の微小鈎歯がある。側歯はプロペラ型で中央肥厚、基
部は扇三角形、先端は鎌状に内側へ僅かに曲る。尖端は
鈍い。( 高知県産)
3. Pseudosimnia (Diminovula) punctata ( D U C -

L O S ) テシロクケボり (Fig. 4) 
中歯 0.052xO.04mm.前縁中央浅く湾入し、中央鈎

歯は大きしその左右に 4 対の微小鈎歯は夫々内方に曲
る。側歯: 0.08xO.045rnm 前縁鎌状に曲る、その部位
に 4 - 5個の微小鈎歯がある。後縁は波状襲となる。
( 高知県柏島産)
4. Pseudosirnnia (Diminovula) rnargarita ( S O W E -

R B Y )  ゴダマケボ 9 (Fig. 5) 
中歯: 前縁僅かに弧状に突出して、中央鈎歯は最大

で、左右4 対の線状歯は外側へ次第に微小となる。側歯
は特異な形状を呈している、先端鋭く内方へ僅かに曲
る。( 高知県柏島産)
5， Primovula frumentum ( S O W E R B Y )  

ヅマニケボリ (Fig. 6) 
中歯: 前縁僅かに弧状に突起している。中央鈎歯大き
くその両側に 3対の線状歯がある。その先端は鋭いが、
歯舌前端部の鈎歯先端は鈍い。偵1]歯前縁中央付近から先
端へは鈎歯となる。更にその付近に、 3 - 4個の微小鈎
歯がある。( 高知県柏島産)
6. Primovula rhodia (A. A D A M S )  

ツグテガイ (Fig 7) 
中歯: 正三角型、中央鈎歯は大きくその尖端は後縁近
くに達している。側歯は鎌状型で中央広く先端細く、僅
かに内方へ曲る。( 三河一色沖産〉

7. Primovula (Prosimnia) coarctata ( A D A M S  et 
R E E V E )  テヂワケボリ (Fig. 8) 

中歯: 0.04xO.05mm、前縁は深く湾入する。中央鈎
歯は長く伸びる。その基部に微小銭歯が 1 対ある。中央
鈎歯の両側に 4 対の小鈎歯がある。側掬: '外仮q基部さじ
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状に長く仲びる。 O.04xO.Olmm、外側中央に内lllUに向
う微鈎歯が 3 - 4個ある。内側j基部から中央にわたって
外側に向う膜状突起がある。前縁尖端内側に多少曲る線
状歯となる。( 高知県柏島産)

8. Pellasimnia xanthochi1a  ( K U R O D A )  
ウゴシブクリ y ガイ (Fig. 9) 

中歯: O.08xO.04mm、扇卵形~ 歪卵形型、歯舌の中
央部の中歯の鈎歯は右仮U大形で左側へ次第に小形とな
る。側歯 O.06xO.lm'll、 略々菱形で 8 - 9 の小鈎歯
は外側へ次第に大きくなる。縁歯は略々長方形で尖端
(前縁端)に30-35の微小鈎歯がある。( 土佐湾産)

9. Calpurnus lacteus ( L A乱!fA R C K ) マメウサギガイ
(Fig. 10) 

中歯: 前縁浅く湾入し、中央鈎歯長大に伸びる、その
両側に 3 - 4対の微小鈎歯がある。側歯は内方へ鎌状に
曲る、前縁略々中央( 鎌状に曲る位置に) に微小突起が
2個ある、線状歯を呈している。( 高知県柏島産)
10， Volva volva (LINEN) ヒガイ (Fig. 11) 

中歯: 台型、 3 鈎歯がある。その中央のものは大き
い。側歯: 基部はさじ状に細長い、前縁は略々中央から
内後方へ鈎状に曲る。但.U歯中央は最も幅広い。内縁歯と

11. Volva (Phenacovolva) brevirostris ( S C H U M A -
C H E R )  i/ロオピキヌヅツミ (Fig. 12) 

中歯: 前縁僅かに湾入している。 3鈎歯型で中央のも
のが大きい。側歯: 基部細長く、その前縁端は鈎歯とな
る、内側端に近く微小突起がある。( 三河一色? 中産)

12. Volva brevirostris rosea (A. A D A M S )  
ベニキヌヅヅミ (Fig，13) 

中歯: 倒三角形で前縁 3鈎歯その先端鋭い、中央鈎歯
最も大形である。後縁は狭まっている。側歯: 基部柄状
に長く{ 中びる0 . 0 6 m m内外、前縁 2 鈎歯で内側は大形、
中央から少し後方の位置に嚢状突起 (0.04 x  0.015mm) 
がある。( 和歌山県日ノ岬産〉

13. Ovula p v u m  (LINNE) ウミウサギ
(Fig. 14) 

中歯: 倒台型、前縁僅かに弧状を呈している、中央鈎
歯大形で、その両側に微小鈎歯が 5 - 6対ある。保.IJ歯 :
前縁の中央鈎歯は大形で、その両側に微小鈎歯 2 対あ
る、後縁深く湾入、内外雨縁の略々中央は狭くなり、後
縁へ次第に広がっている。( 高知県柏島産〕

F a m i y  Cypraeidae タカラガイ科
日本産宝貝は75種知られている。土佐湾及び柏島、沖

島周辺には58種現棲している。その内珍稀な Erosaria
guttata G M E L I N  1791 クロユリダカラ( 新称) が土佐
沖俗称オケゾゴの約120 fms.から大型トローノレ船の底曳
網に入って来たのを去る 1955年 3月30日採集した。
以下20種の歯舌は 150倍率で検鏡したものである。宝
貝類の歯式は2 : 1 : 1 : 1 : 2 である。
14. Chelycypraea testudinaria (LINNE) 

ムラクモダカラ (Fig. 15) 
此歯舌は50倍で検鏡した。
中歯 } ::0トノレ型で前縁中央から鈎歯となる。後縁僅
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かな薄膜状となる。側歯斜位三角錐状で前縁は内方へ向
う鈎歯となる。内縁歯の尖端は 2 鈎歯で緩かに内方へ曲
るo 外縁歯は微小で前者の半分以下、その尖端は練状歯
となる。( 沖縄産)

15. Peribolus (Arabi四) arabica (L.) f. asiatica 
S C H I L D E R  ヤクジマダカラ (Fig. 16) 

中歯: 傘形、 3鈎歯、中央鈎歯大きく、円形、その両
側に小鈎歯 1対ある、その尖端は内方へ曲る。内外両縁
はくびれる。後縁略中央弧状に突起する。側歯: 斜菱
形、前縁 3鈎歯、中央鈎歯は著大、その両側に微小鈎歯
がある。内縁は深く湾入。外縁は略直線的、後縁斜位で
中央僅かに湾入している。内縁歯: 0.27xO.lmm、細長
く3鈎歯、中央鈎歯著大である、内外雨縁は略平行であ
る。外縁歯: 0.35xO.12mm中央鈎歯大形、両側に微小

ヒダ
鈎歯がある、外縁は波状楕となっている。( 高知県柏島
産)
16. Talparia talpa (LINNE) 

タノレダカラ (Fig. 17) 
中歯 0.14xO.08mm、前縁半球形、 3 鈎歯、中央鈎

歯大形、雨側鈎歯は斜位、後縁略々直線的である。但IJ歯
0.13 x O . 0 8 m m内側に大鈎歯があり、側鈎歯 2個で内

側のものは大きい。 内縁歯: 斜位、内側に大鈎歯があ
り、その外側に小鈎歯がある。外縁歯: 大形で内側に大
鈎歯その外側に小鈎歯がある、更に波状鈎歯が付属して
いる。( 高知県柏島産)
17. Lyncina (Mystaponda) vitellus (LINNE) 

ホジキヌタ (Fig. 18) 
中歯: 0.18 x  0.12mm、歪円錐形、 5鈎歯で、その中

央鈎歯大きい、但.tl歯: 0.18 x  O. l1m m、前縁半円形、中
央鈎歯の 2 は大形、その左右 1対は微小鈎歯である。内
縁歯: 0.17 x  0.15mm前縁の 2鈎歯は大きい、後縁斜位
で内側へ狭くなる o 外縁歯: 0.23xO.07mm、尖端は反
曲して鈎歯となる、その外側に微小鈎歯がある。( 和歌
山県名田村沖産〉

る。但.IJ歯の前縁に 3 鈎歯がある。その中央は大形であ
る。側歯後縁に 4徴突起がある。内縁歯: 前縁は急に後
方へ曲って鈎歯状となる、後縁中央は後方へ突出してい
る。外縁歯: 前縁 3鈎歯、中央のもの大形、斜位、基部
は波状袋となる。( 高知県柏島産)

20. Erosaria erosa (LlN N E )  
ゴモシダカラ (Fig. 21) 

中歯: 広方形、 3鈎歯でその中央鈎歯大形、尖端鈍
い、両縁は広がる、後縁は直線である。側歯: 0.16 x  O. 
1 4 m m斜位方形、 3鈎歯、中央最大となる尖端鋭い、後
縁内側に角状突起がある。内縁歯: 0.07 x  0.17mm斜位
3 鈎歯で中央が大きくなる。外縁歯: 0.22xO.09mm斜

P位、 2 鈎歯がある、内側深く湾入している。( 高知県柏
島産)
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18. Ravitrona caputserpentis caputserpentis I  21. Erosaria poraria (L悶 N E )
(LINNE) ハナマノレユキ (Fig. 19) I  アヤメダカラ (Fig.22) 

中歯: 0  1 2 m m  x  O. 0 5 m m、略方形前縁弧状、 3鈎歯、
中央鈎歯大きく、両位tlに夫々微小鈎歯がある。側歯: O. 
l l m m  y. 0.16mm、 3鈎歯で中央大きい。内縁歯: 細長
く (0.14mm x O.13mm.) 尖端 3 鈎歯、その中央鈎歯は
大きい。外縁歯: 前者同様に細長く、 3鈎歯で中央鈎歯
が大形である。( 高知県柏島産)
19. Erosaria labrolineata (GASKOIN) 

ナνジダカラ (Fig: 20) 
中歯: 略々方形、中央鈎歯湾入甚だし、その左右に微

小鈎歯がある。叉中歯中央より少し後方に微小鈎歯があ

中歯: 方形、前縁中央僅かに湾入している、 3 鈎歯そ
の中央鈎歯は大形でハート形、その両側に微小鈎歯があ
る、後縁略々直線的である。 側鈎: 僅かに斜位、 3 鈎
歯、その中央鈎歯大形で波形、両側の微小鈎歯は夫々内
方に曲る。後縁の内保.tlは突出して東京状歯となる、叉、略
々中央は広く湾入し、その両端徴突起となる。内縁歯:
内側へ斜位で尖端は大形の鈎歯となる、その外側に 2 鈎
歯が付属している。外側のものは波状襲となる。外縁歯
: 内方へ著しく斜位である、尖端 3 鈎歯は内組IJへ次第に
大きくなる。( 高知県柏島産)
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22. Erosa巾 magistra ( M E L  V江，L) ある。
ハヅユキダカラ (Fig. 23) 

中歯: O.14xO.lmm 略円形、 3鈎歯その中央鈎歯は大
きい、その両側の微小鈎歯は夫々内方に曲る。但IJ歯: 細
長く杓子形で尖端 3鈎歯、その中央は大形である。内縁
歯も杓子形で尖端大きく鈎歯となる。外縁歯は前者より
一層大きな鈎歯となる、その外側に微小鈎歯があり、更
に波状襲となって基部に至る。( 高知県)
23. Monetaria annulus (L.) forma harmandiana 

( R O C H E B R O N E ) ノ、ナピラダカラ (Fig. 24) 
中歯: O.09xO.06mm略方形、前縁極めて僅かに湾入

する。 3鈎歯、その中央鈎歯大形である。倶，IJ歯: {).09 x  
O.095mm、 尖端 3鈎歯で中央は大形である。後縁は多
少狭まっている。内縁歯の前尖端は 3鈎歯で、中央鈎歯
は大きい。外縁歯は杓子形で尖端大鈎歯となる、その外
側に微小鈎歯がある。( 高知県柏島産)
24. Monetaria moneta rhomboides S C H I L D E R  

キイロダカラ (Fig. 25) 
中歯: 略方形、前縁端は弧状に隆起し更に反曲して、
3 鈎歯となる、その中央鈎歯大きい。その両側の鈎歯は
夫々外側に向う、後縁は略々直線的である。倶IJ歯: 僅か
に内方へ斜位で、尖端の中央鈎歯は大形、その再側に微
小鈎歯がある。後縁は直線的でなく角張っている。内縁
歯は斜位で中央鈎歯は著大である。その外側に微小鈎歯
がある。外縁歯は急L斜位で略中央部位で直角に近く後方
へ曲がる、中央鈎歯は大形で、その外側に微小鈎絞があ
る。( 高知県柏島産)
25. Erronea (Adusta) hirasei (ROBERTS) 

オトメダカラ (Fig. 26) 
中歯: 0.17 x  O. 18mrn、駒形で前縁は弧状に突出する、

中央鈎歯は大形で先端は鈍い、その両側の小鈎歯は夫々
内方に曲る。{目，IJ歯: O.23mrn xO.17mrn、 内方へ斜位で
尖端鈎歯となる。両縁は略々平行である。後縁中央は広
く弧状に突起している。内縁歯: O.3xO.13mrn細長く、
尖端 2鈎歯となる。外縁歯: O.3xO.09rnm 前者と同様
細長く内方斜位で、尖端 3鈎歯となる、中央鈎歯は著し
く大形である。( 土佐沖、 130fms.) 
26. Erronea (Adusta) langfordi K U R O D A  

ニツポシダカラ (Fig.27) 
中歯: O.2xO.16mrn. 駒形、中央鈎歯は菱形で、その

両側の徴小鈎歯は夫々内方へ曲る。側歯: O.27xO.16m 
m 僅かに斜位で瓢箪形、前縁弧状になる、中央鈎歯は大
形で尖端鋭でない、その両側に微小鈎歯がある。後縁も
弧状を呈している。内縁歯 O.29xO.12mm. 両縁は略
平行、先端 3 鈎歯、中央鈎歯は著大である。その丙但qに
微小鈎歯がある。外縁歯: O.28xO.14rnrn、 3鈎歯は大
形で、その両側に微小鈎歯がある。尚外縁には波状袋が

27. Erronea (Adusta) terarnachii ( K U R O D A )  :J 
テラマチダカラ (Fig. 34) 

中歯: O.27xO.29rnm、駒形の角がとれた型で、中央
鈎歯大きく、そ両側の微小鈎歯は夫々内方へ向う。後縁
僅かに湾入している。但q歯: O.35xO.3mm 斜位前縁の
中央鈎歯は著大でその先端鈍い、その両側に微小鈎歯が
ある。内縁歯がある。内縁歯: 0.45 x O . 1 7 m m細長く杓
子形に後方へ鈎歯となる。その中央鈎歯は著大であるが
その両但，IJは波状壌となる。外縁歯: O.37xO.16mm、前
者と略々同型! で中央鈎留は著大である。その両側に微小
突起がある、叉別に前縁の略々中央の後方へ曲る部付近
に微小角状突起がある。( 高知沖、 150frns. 林奨一郎
氏送付の資料剖見結果である。)
28. Erronea (Gratiadusta) hungerfordi ( S O W E R -

B Y )  ヒメノ、ラダカラ (Fig. 28) 
中歯: O.12XO.09rnm、略々方形、 3鈎歯で中央鈎歯
は大形でその両側に微小鈎歯がある。仮q歯: O.16xO.13 
rnrn、斜位、 3 鈎歯で中央鈎歯は大形である。内縁歯:
O.2xO.06mm、尖端は鈎歯となる、 その両側に微小鈎
酷がある。外縁歯も前者と略々同様である。( 和歌山県
名田村沖産)
29. Erronea (Adusta) onyx (LINNE) 

クチグロキヌタ (Fig. 29) 
中歯は台形~ 駒形、前縁中央は舌状鈎歯となる、その

両側に微小鈎鈎が 1対ある、後縁雨隅近くに角状隆起が
ある。側歯: 前縁の中央鈎脅は舌状、その両側に微小鈎
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がある、後縁中央は後方へ舌状に突起している。内縁の
後端近くに角状隆起がある。内縁歯の前縁 3 鈎歯で中央
は大形、後縁中央広く後方へ突起している。タト縁歯: 葉
状舟型、前縁は鈎歯となる。( 和歌山県産)
30. Talostolida teres' (GMELIN) 

エダカラ (Fig. 3ο) 
中歯: 駒形或は台形、前縁は 3 鈎歯で中央鈎歯は大

形、後縁直線的、その両隅に湾入部がある。側歯: 3鈎
歯中央鈎歯は大形、その両側の微小鈎歯端は夫々内方へ
曲る。内外縁は波状に拡がる、後縁直線的である。内縁
歯は斜位、細長く、前線鈎歯は大形、その外側に微小鈎
歯がある、後端は内方に突起している。外縁歯: 斜位、
前縁は大鈎歯となる、その外側に微小鈎歯がある。( 高
知県柏島産)
31. Evenaria (P冶lmadusta) c1andestina (L.) 

f. moniliaris ( L A M A R C K )  
カミスジダカラ (Fig. 31) 

中歯: 0.07xO.04mm、略長方形、前縁 5 鈎歯その中
央鈎歯最大、次第に両側へ小形となる。後縁両隅に内方

0.05xO.05rnm、僅かに斜位、
中央鈎歯最犬、その両側に 2 対の小鈎歯がある。内縁
歯 :0.04xO.07mm、前縁端は二叉に分岐する。その外
側に 3鈎歯がある。外縁歯: 尖端二叉に分岐し、その外
側に 2 鈎歯がある。( 高知県柏島産〕
32. Evenaria artuffeli (JO U S S E A U M E )  

テヤイロキヌタ (Fig. 32) 
中歯: 略々方形~ 台形、 0.05 x  O. 055m中央鈎歯最大、

その両側に 2 対の微小鈎歯がある。倶IJ歯: 0.06xO.05m 
m 、前縁に 4 鈎歯がある、その中央のものは外側より大
形である。内縁歯: 細長く尖端 4 鈎歯鈎歯がある。外縁
歯は前者と略同様である。( 高知県柏島産)
33. Evenaria (Cupinota) japonica (SCHILDER) 

メダカラガイ (Fig. 33) 
中歯: 略々方形O . l x O . 1 m m、 3鈎歯、中央鈎歯著大

である。側歯略々三角形~ 三角錐、前縁は僅かに内方へ
曲る、 3鈎歯、最も内側の鈎歯は著大で尖端鋭い、後縁
深く湾入する。内縁歯細長く斜位、前縁略中央付近で反
転して鈎歯となる、失端鋭い、叉前縁略々中央に微小鈎
歯がある、外禄歯: 細長く、鈎歯著大である、その外側
に微小鈎歯がある。( 高知県柏島産)

E X P L A N A T I O N  O F  F I G U R E S  (1-34) 挿図の説明
C=Centra1 tooth，中歯、 L=Lateral teeth，側歯、
I. M .  T.，: =Inner marginal teeth， O. M .  T. =Outer 
marginal teeth，外縁歯、
Fig. 1. T h e  radula of Pseudosimnia (Margovula) 

sinensis ( S O W E R B Y ) ヒナウミウサギ( 高知県
柏島)
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2. T h e  s a m e  of Pseudosirnnia (Margovula) 
isibasii ( K U R O D A )  (central， lateral teeth) 
イジパV ウミウサギ ( 高知県)

3. Ditto. (immature shell) イνパV ウミウサギ
( 未成穀) ( 高知県柏島)

4. T h e  radula of Pseudosimnia (Diminovula) 
punctata ( D U C L O S ) テシロクケボリ ( 高知県
柏島)

5. T h e  same of Pseudosimnia (Diminovula) 
margarita ( S O W E R B Y ) コダマケボり( 高知県
柏島)
6.' T h e  same of Primovula frumentum (SCト
W E R B Y ) ツマニケポリ( 高知県柏島〕

7. T h e  same of Primovula rhodia (A. A D A -
M S ) ツグチガイ( 三河一色沖)

8. T h e  same of Primovula (Prosimnia) coぁ
rctata ( A D A M S  et R E E V E ) テヂワケポリ( 高
知県柏島)

9. T h e  same of Pellasimnia xanthochila 
( K U R O D A )  ウコシブクリシガイ( 土佐沖 100
fms.) 

10. T h e  same of Calpurnus lacteu8 
( L A M A R C K )  マメウサギガイ

( 高知県柏島)
11. T h e  8ame of Volva volva (LINNE) ヒガ
イ( 高知沖)

12. T h e  8ame of Volva (Phenacovolva) bre--
viro8tris ( S C H U M A C H E R )  (cenutaL lateral 
teeth)νロオピキヌヅツミ( 三河一色沖)
13. T h e  same of Volva brevirostris rosea (A. 
A D A M S )  (cenural， lateral) ベニキヌヅツミ
( 和歌山県名田村沖)

14. T h e  same of Ovula o v u m  (LINNE) 
ウミウサギ( 高知県柏島)

15. T h e  same of Chelycypraea testudinaria 
(Linne) ムラクモダカラ( 琉球)

16. T h e  same of Peribolus (Arabica) arabica 
(L.) f. asiatica S C H I L D E R  ヤクνマダカラ
( 高知県柏島)

17. T h e  same of Talparia talpa (LINNE) 
タノレダカラ( 高知県柏島)

18. T h e  same of Lyncina (Mystaponda) vite-
llus (LINNE) ホジキヌタ( 和歌山県)
19. T h e  same of Ravitrona caputserpentis 

F  

caputserpentis (LINNE) ハナマルユキ( 高知
県柏島)



20. T h e  same of Erosaria labrolineata ( G AS-
KOIN) ナtノジダカラ( 高知県柏島)

ノ
21. T h e  same of Erosaria erosa (LINNE) 
ヨモy ダカラ( 高知県柏島)

22. T h e  S a m e  of Erosaria poraria (LINNE) 
アヤメダカラ( 高知県柏島)

23. T h e  same of Erosaria magistra 
( M乱 VILL) ハヅユキダカラ( 高知県柏島〕

24. T h e  same of Monetaria annulus (LINNE) 
forma harmandiana ( R O C H E B R O N E ) ハナピ
ラダカラ( 高知県柏島)

25. T h e  same of Monetaria moneta rhombo-
ides S C H I L D E R  キイロダカラ ( 高知県柏島)
26. T h e  same of Frronea (Adusta) hirasei 
( R O B E R T S ) オトメダカラ( 土佐沖 130fms.)

27. T h e  same of Erronea (Adusta) langfordi 
K U R O D A  ニツポシダカラ ( 土佐狩130 fms.) 

28. T h e  same of Errarea (Gratiadusta) 
hungerfordi ( S O W E R B Y ) ヒメハラダカラ( 和
歌山県産〕
29. T h e  same of Erronea (Adusta) onyx 

/  

(LINNE) クチグロキヌタ( 和歌山県名目: 村沖)
30. T h e  same of Talostolida teres (GMELIN) 
エダカラ( 高知県柏島)

31. T h e  same of Evenaria (Palmadusta) cla-
r  

ndestina (LINNE) f. moniliaris ( L A M A R C K )  
カミスジダカラ( 高知県柏島)
32. T h e  same of Evenaria artuffeli (JO U S S -
A E U M E ) テヤイロキヌタ( 高知県柏島)
33. T h e  same of Evenaria (Cupinota) japoni-
ca (SCHILDER) メダカラガイ ( 高知県柏島)
34. T h e  same of Errorea (Adusta) terama-
chii ( K U R O D A )  テラマチダカラ ( 土佐沖
150 fms.) 

井上三義先生の死をいたむ

本会会員で、兵庫生物学者氷上支部の仕事を一手にひ
きうけて、いろいろな世話をして戴いておりました柏原
高校教諭井上三義氏、お疲れから去る 4月15日急逝され
ました。先生は県立柏原中学・御影師範卒業後、郷里の
小学校に勤務のかたわら、文検に合格され、加古川高女
・柏原高女・引きつづき柏原高校にながく勤務され、生
物科主任として熱心に指導されました。御熱心な植物採
集行は30余年に及び、郡内は勿論県下、さらに近畿地方
にひろがり、最近では柏高理科教官数氏とともに北海道
. アルプス・紀州・屋久島まで足をのばしておられまし
た。御採集品の整理は完べきで、自宅に美事に標本とさ
れ、早くから京大植物学教室の先生方に指導をうけてお
られたようです。
先生が、との20年間最も努力されて来たものは、兵庫
県植物目録の完成で、すでに昭和16年頃から志をたて、
多数の文献を整理され、自らの採集、研究を加え分布を
詳説せんと、美事なノートを作られて参りました。戦時
中一時中断されておられましたが、かなり落付いた昭和
23年頃から再びピッナをあげて努力され、文部省の科学
奨励金の交付などもうけられて目録出版にいろいろ考え
られたようであります。広い県下の、しかも分布を詳説
せんとの目録だけに大部のものとなるので、分間として

次のような目録として出版されております。
昭和28年2月 分布詳説兵庫県植物目録羊歯植物

篇謄写印刷 17ページ
昭和28年 4月 分布詳説兵庫県植物目録裸子植物

篇柏高生物班誌 N A T U R A 9号5-10ページ
昭和28年10月 分布略説兵庫県植物目録和名篇

騰写印刷 58ページ
これらに就いては、兵庫生物 V ol. 2  No. 4 - 5  (1955 
・E 発行) に紹介されてあります。あまりにも大冊とな
るので、一先ず中間予報的に出されたもので、その後も
筆を加え、朱を入れて着々と美事に整理、記録されてお
りました。一生の仕事として、しかも楽しみながら努力
されて来ました途上、今回の御不幸となったわけで、先
生として一番残念に思われたこととお察し申しておりま
す。敗戦後は野鳥の研究、観察にも興味を持たれ、当地
方採集会で朝に、タに、また森林の小路で先生から興味
ある野鳥の話や鳴声について教示をうけたものでした。
氷上郡下の科学教育、さらに県生物学会で、問先生を
失うこと誠に痛痕のきわみであります。ここに謹んで御
報告申し上げますとともに、問先生の御めい福を心から
お祈りする次第であります。( 氷上支部松山確郎)
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